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中
学
生
講
師
三
人
と
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
は
、
雪
上
に
残
さ

れ
た
足
跡
や
植
物
の
食
痕
か
ら

夜
行
性
動
物
の
種
類
や
行
動
を

判
別
す
る
方
法
を
学
ん
だ
。 

来
年
度
講
師
デ
ビ
ュ
ー
す
る

牟
田
小
真
知
さ
ん
は
雪
を
か
き

分
け
て
モ
モ
ン
ガ
の
糞
を
探
し

て
発
見
。
指
導
し
た
上
野
吉
雄

さ
ん
は
「
ム
サ
サ
ビ
の
糞
だ
ね
。

こ
の
林
で
は
モ
モ
ン
ガ
と
共
生

し
て
い
る
よ
う
だ
」
と
判
定
し
、

見
る
機
会
が
少
な
い
野
生
哺
乳

類
の
生
態
を
確
認
で
き
る
雪
山 

  

メ
ス
が
オ
ス
よ
り
や
や
大
き

い
。
メ
ス
は
羽
根
を
広
げ
る
と

一
五
〇
～
一
七
〇
㌢
、
体
重
は

二
・
五
～
三
・
五
㌔
。
オ
ス
は
一

四
〇
～
一
五
〇
㌢
、
二
～
二
・
五

㌔
。
大
型
の
タ
カ
で
あ 

り
「
森
の
王
者
」
の
名 

に
相
応
し
い
。
ワ
シ
と
言
っ
て

差
し
支
え
な
い
姿
だ
。
英
名
は

M
o
u

n
ta

in
 H

a
w

k
-E

a
g
le

で

あ
る
。 

 

西
中
国
山
地
一
帯
で
見
ら
れ

お
￥
、 

    

の
面
白
さ
を
解
説
し
た
。 

 

ス
タ
ッ
フ
は
雪
遊
び
の
研
究

と
し
て
雪
合
戦
や
ス
ノ
ー
ハ
イ

ク
、
そ
り
を
楽
し
ん
だ
。
練
乳

を
持
ち
込
ん
だ
一
人
は
「
あ
た

り
一
面
か
き
氷
」
と
笑
い
を
誘

っ
て
い
た
。
本
宮
炎
理
事
長
は

「
雪
遊
び
は
大
切
な
テ
ー
マ
だ

が
危
険
も
大
き
い
。
ス
タ
ッ
フ

の
経
験
値
が
重
要
だ
」
と
研
修

会
の
意
図
を
話
し
た
。 

 
 

   

来
年
度
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
開
設
に
向
け
て
一
月
三
十
一

日
、
広
大
さ
ん
け
ん
部
の
大
﨑

壮
巳
さ
ん
と
井
上
竜
輔
さ
ん
ら

四
人
が
、
三
段
峡
ホ
テ
ル
の
向 

か
い
に
あ
る
同
ホ
テ
ル
の
売
店 

 

る
。
三
段
峡
周
辺
で
は
正
面
口

か
ら
三
ツ
滝
と
深
入
山
な
ど
に

数
つ
が
い
が
生
息
す
る
。 

 

北
海
道
か
ら
九
州
に
か
け
て

留
鳥
と
し
て
繁
殖
し
て
い
る
。 

  

餌
は
ヘ
ビ
、
モ
グ
ラ
、
ノ
ウ
サ 

ギ
、
テ
ン
、
小
鳥
、
ヤ
マ
ド
リ
、 

サ
ギ
類
な
ど
。
伐
採
地
や
河
川

沿
い
の
林
な
ど
に
止
ま
り
、
獲

物
の
出
現
を
待
ち
伏
せ
る
。
と 

                  

と
倉
庫
を
片
付
け
た
。
三
月
中

に
は
展
示
台
を
作
成
し
、
展
示

物
を
準
備
す
る
。 

セ
ン
タ
ー
で
は
三
段
峡
の
博

物
館
展
示
や
写
真
展
を
計
画
し

て
い
て
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
基
本
に
整 

 

き
に
は
川
べ
り
で
カ
ワ
ウ
や
ア

イ
ガ
モ
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
な
ど
を

捕
食
す
る
場
合
も
あ
り
、
食
物

連
鎖
の
最
上
位
に
立
つ
。 

 

一
月
ご
ろ
、
ア
カ
マ
ツ
や
モ 

  

ミ
な
ど
の
大
き
な
樹
木
に
巣

を
か
け
、
三
～
四
月
に
一
卵
を

産
む
。
主
に
メ
ス
が
抱
卵
や
抱

雛
し
、
オ
ス
は
餌
を
運
ぶ
。
約

一
カ
月
半
抱
卵
し
、
ヒ
ナ
は
ふ

化 

                

備
す
る
。
今
後
は
助
成
金
な
ど

を
活
用
し
て
徐
々
に
機
能
を
充

実
さ
せ
る
予
定
だ
。 

 

将
来
は
博
物
館
展
示
に
加

え
、
三
段
峡
講
座
の
開
催
や
ツ

ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
多
角
的
な
情
報
発
信

機
能
の
場
を
目
指
す
。 

 

化
後
七
十
日
ぐ
ら
い
で
巣
か

ら
出
る
。
獲
物
が
豊
富
な
縄
張

り
の
ヒ
ナ
は
一
年
ぐ
ら
い
で
巣

立
つ
が
、
そ
う
で
な
い
ヒ
ナ
は

二
年
間
餌
を
も
ら
う
。 

同
じ
仲
間
の
イ
ヌ
ワ

シ
の
ヒ
ナ
は
、
生
ま
れ 

た
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
縄

張
り
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
が
、

ク
マ
タ
カ
は
ヒ
ナ
の
体
力
が
十

分
に
備
わ
る
ま
で
、
過
保
護
な

育
雛
を
続
け
る
。（
上
野
吉
雄
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

    

北
広
島
町
観
光
協
会
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
中
国
山
地
自
然

史
研
究
会
、
大
朝
交
通
と
さ
ん

け
ん
の
四
者
が
一
月
三
十
一

日
、
地
域
連
携
に
つ
い
て
話
し 

                  

合
っ
た
。
同
観
光
協
会
長
の
堀

田
高
広
氏
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｎ

Ｅ 

Ｏ
Ａ
Ｓ
Ａ
代
表
で
あ
り
、

三
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
八
幡
と
三
段
峡
を

意
識
し
た
取
り
組
み
を
共
有
し

た
。
一
月
八
日
に
は
、
広
島
県
の

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

開
発
の
会
議
へ
本
宮
炎
理
事
長

が
出
席
し
た
。 

    

グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
認
証
団

体
の
中
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
一

月
二
十
四
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

あ
っ
た
。
組
織
運
営
の
状
況
確

認
、
動
画
活
用
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
。（
一
社
）
非
営
利
組

織
評
価
セ
ン
タ
ー
が
認
証
す
る

日
本
初
の
仕
組
み
で
、
さ
ん
け

ん
は
十
八
番
目
、
全
国
で
は
現

在
五
十
団
体
が
受
け
て
い
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

る
。
冬
の
三
段
峡
探
勝
は
危
険

が
伴
い
推
奨
さ
れ
な
い
が
、
自

然
の
営
み
の
奥
深
さ
を
感
じ
さ

せ
る
。
安
全
対
策
万
全
の
ツ
ア

ー
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
。 

  
 

  

広大さんけん部をリード  
大﨑 壮巳さん 

   

広島大学総合生命科学研究

科中坪研究室博士課程 1回生。

愛媛県出身。さんけんとの出会

いは 2019年、同大学の「地域 

の元気応援プロジェクト」に関わったのがきっ

かけ。持続可能な自然との共生を意識して後輩

らに呼びかけ、さんけんの行事へ積極的に参加

し、「広大さんけん部」を発足させた。 

ビジターセンター開設に向けアクセルを踏

む。「さんけんには過疎化する町を自分事とし

て考え、行動する場を与えてもらった」。三段峡

の自然と人の魅力を発信し、来てよかったと評

価される場所にしたいと、思いを温める。（宏） 

 

（宏） 

この人 
人 

▼
冬
も
魅
せ
る 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

北
陸
よ
り
北
は
大
雪
だ
が
三

段
峡
は
少
な
い
。
正
面
口
か
ら

女
夫
淵
ま
で
は
通
行
可
能
で
庄 

  

一口メモ 

兵
衛
岩
洞
門
に
は
ツ
ラ
ラ
と
冬

眠
す
る
コ
ウ
モ
リ
、
女
夫
淵
で

は
オ
シ
ド
リ
に
会
え
た
。
雪
の

岩
壁
は
水
墨
画
そ
の
も
の
、
清

浄
な
流
れ
の
情
景
が
心
に
染
み

１ 

     

クマタカ 

食物連鎖の最上位 
 

鳥 三段峡の 

「
森
の
王
者
」
独
り
立
ち
ま
で
は
過
保
護 

たち 

③ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
し
た
た
め

中
止
し
た
「
冬
の
さ
ん
け
ん
自
然
塾
」
の
代
替
事

業
と
し
て
一
月
三
十
日
、
恐
羅
漢
エ
コ
ロ
ジ
ー
キ

ャ
ン
プ
場
で
十
六
人
が
参
加
し
て
ス
タ
ッ
フ
研
修

会
を
開
催
し
た
。
動
物
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
の

観
察
や
雪
遊
び
を
体
験
し
た
。 

     
 
 

リ
ー
ド 

ビ
ジ
タ
ー 

セ
ン
タ
ー 
 

雪山スタッフ研修会 

北
広
島
の
三
団
体
と 

広
域
連
携
話
し
合
い 

 

組
織
評
価
セ
ン
タ
ー 

動
画
活
用
で
助
言 

 

無印良品 安芸太田出店でワークショップ 

理想の店舗へ中高生アイデア 

 

足
跡
や
糞
な
ど
観
察 

生
態
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

雪
遊
び
研
究
・体
験
で
経
験
値
積
む 

三
月
開
設
へ
準
備
進
む 

 

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
事
業
展
開
を
図
る
無

印
良
品
広
島
事
業
部
が
一
月
六
日
、
過
疎
地
域
へ
の
出

店
コ
ン
セ
プ
ト
を
探
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
筒
賀
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。
以
前
か
ら
協
働
活
動
を
実
施

し
て
い
る
安
芸
太
田
町
が
出
店
候
補
地
に
選
ば
れ
て
、

さ
ん
け
ん
が
進
行
を
担
当
し
た
。 

地
元
の
中
高
生
七
人
と
良
品
計
画
社
員
三
人
が
理

想
の
店
舗
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
会
議
で
は
「
子
供

達
や
お
年
寄
り
が
集
ま
れ
る
場
所
に
」「
勉
強
な
ど
で

も
使
え
る
場
所
も
」「
地
元
食
材
に
こ
だ
わ
ら
ず
美
味

し
い
物
を
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。
昨
年
十
二
月
に

は
女
性
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
無
印
良
品
広
島
ア

ル
パ
ー
ク
部
門
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
山
口
恵
介
さ
ん
は

「
意
見
を
持
ち
帰
り
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
た
い
。
ま
す
ま

す
楽
し
み
に
な
っ
た
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
。 

             

講演会・パネルディスカッション 

2月 23日（祝）13時～16時 

視聴者募集 オンライン開催 

生物多様性の保存について考える 

未来へつなぐ命の輪 

本宮宏美事務局長がパネリストで出演します 

視聴申込：「生物多様性保全講演会」で検索 主催：広島県 

上野吉雄さん（右から二人目）から動物が雪上に

残したフィールドサインの説明を聞く参加者 

 


